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戦前期 『育兒雑誌』 （復刻版） にみ るペ ダ ゴ ジ ー の 諸相

一
〈 教育 〉 言 説 の 社会的配分 に っ い て の

一
考察

一

高橋　均 （早稲 田大学大学院）

1 ．研 究の 目的

「コ ドモ の 教養に忠實なる親 は書を讀み 、

講話 を聞 い て 育兒 に過 の ない （ママ） よ うに

せ ねばな りま せ ぬ 。育兒 雑誌 は こ の た めに

生まれ た 日本で唯
一

の 雑誌で あ ります 。 」

　 こ れ は 、日本児童協会に よる 『育兒雑誌』

（復刻版／ 1920（大正 九）年〜 1928（昭和 三 ）

年） の 発刊主 旨の
一

部で あ る 。 本誌 は、教

育諸制度の 拡大や都市部 の 新 中間層 の 増大

などをそ の 社会的背景 とし 、 科学的 ・啓蒙

的な性格を強 く打ち出 しなが ら 「過 の ない 」

育児の ための 知識 を提供す るこ とを 目指 し

た。本誌で は 、学者 ・研 究者 か ら
一

般 の 母

親 に 至 る ま で 実に 多様な社会 的 カテ ゴ リ
ー

に属す る人 々 が ペ ダゴ ジー （pedagogy ）に

つ い て 語 っ て お り 、 〈 教 育 〉 言 説

（pedagogic　discourse）1の 社会的配分をみ

る うえ で 格好 の 素材で ある。本研究で は 、

『育兒雑誌』 とい う言説形態が持 つ イ ン プ

リケ
ーシ ョ ン に つ い て の 理論的考察 を行 な

い
、 次に 、 本誌 の 内容分析を通 じ、大正 後

期か ら昭和初期 とい う戦前の
一時期 にお い

て 、い か な る 〈 教育〉 言説 が
、

い か なる職

1 バ ー
ン ス テ ィ ン （Bernstein，Basil）に よれ ば、

ペ ダ ゴ ジーとは 文化伝達に おけ る基底 的文脈

（教師
一生 徒 、医者

一
患者、ソー

シ ャ ル ワー

カ ー一ク ライ ア ン ト、親一
子 と い っ た コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン 的関係）を指 し、それ は 「何を

（what ）」 「どの よ うに（how ）」 伝達す るか 、す

なわち、「類別 「dass丗 cation ）」 と 「枠づ け

（framing）」 の観点か ら記述 され る 。 本研究 に

お い ては、そ の よ うなペ ダ ゴ ジー
に関す る知

識 を埋 め込み具現化す る形態 として 〈 教 育 〉

言説 を定義す る 。

業階層 に属す る人 々 に よ っ て 語 られた の か 、

っ ま り、〈 教育 〉 言説 の 社 会的配分状況 に

つ い て の 見取 り図 を描 く こ とを 目的 とす る。

ll．「正 当言説 （legiti皿 ate 　diseourse）」 と

　　　「正 統 言説 （orthodox 　disoourse）」

　 言説 は 自らが 語 られ る べ き 「正 当化」 の

基盤 を確立 す る こ と に よ っ て 、自らが語 ら

れ る こ と の 恣意性 と い う本質を隠蔽す る こ

とが で きる。教育シ ス テ ム は 、「正 当化 」 さ

れ た 言説 を生産 ・再生産 する領域 の ひ とつ

で ある 。 言 説の 「正 当化」 の 基 盤 を創 り出

す教育 シ ス テ ム の 諸特性 とし て 、以 下の 諸

点を指摘で き る 。 す なわ ち、  言説を生 産

す る知的領域内部 の諸実践 （知 的領域には

　「自らの 教育的知 識 の た め の 際立 っ た制度

的空 間を うち立て 維持す るた め 」 の 「内在

的な動き 」 が あ り、「自ら の 正 当性 を特権化

され た識者 の 洞察 と、識者 自ら の 定義を取

り囲む 強 い 諸境界 を維 持す る研究 とに依拠

させ る 」（MatOn
，
2000 　pp．161・164）知的領域

独 自の実践が展開 され る ）、  教育シ ス テ ム

内 部 の 階 層 秩 序 （バ ー
ン ス テ ィ ン

　（Bernstein，
2000

，pp．36
− 37）は 、ヴェ

ー

バ ー
（Weber ，

M ．）の 宗 教社会学か ら着想 を

得て 、宗教領域にお け る 「預言 者 」 「聖職者」

　「平信徒」 とい うそれ ぞれ の ポ ジ シ ョ ン 間

の 関 係 を 、教 育 領域 に お け る 「生 産 者

（producers）」 「再生産者（reproducers ）」 「獲

得者（acquirers ）」 とい う諸ポ ジ シ ョ ン 間 の

階層秩序的関係に相同 させ る）、  知的領域

へ の ア ク セ ス の 制限 （「近代の 複雑化 した諸

社会 に お い て は 、「聖」 と 「世俗」の 対比 は 、
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教育シ ス テ ム へ の よ り高度 な到達か ら生 じ

る 類 別 的 諸 原 理 と形 式 的 に 対 応 す る

（Atkinson ，
1985　，p．173）」）、

で あ る 。

　 こ うし た諸特性に よ っ て うち立 て られ た

「正 当言 説」 は 、同時に 「正 統言 説 亅 の 地

位を巡 る象徴的闘争 へ と参画 す る 。 知的領

域に お い て は 、さま ざま な学説が 濫 立 し 、

そ こ で は特 定の 学説 が 「正 統 とされ る こ と」

を巡 る象徴的闘争 （学会活動、論文の 生 産、

著作 の 出版 な ど）が繰 り広げ られ る。象徴

的 闘争 に お け る戦略 の ひ とっ で あ る 「著

作 ・雑誌 の 出版 」 は 、言 説 の 正 統性 を うち

立 て る言説実践で ある 。
「出版領域」 と い う

「生産者 、批評家、出版者、雑誌か ら成 る

小 さな回路 は、それ 自体が聖 な る もの と認

め られ て い るが ゆえに 」、特 定 の 言説を 「正

統な もの 」 と して 人 々 に認 証 させ る 力 を持

っ 。すなわち、「正 統言説」 は 、「すで に 正

統性 をもっ て い る決定機 関の 承認 に よ っ て

作 り出 され る 」 （ボ ス ケ ッ テ ィ 訳 書、1987 、

14 頁）の で あ る。『育兒雑誌』を、こ の よ う

な 「正 当化
一

正 統化」 の 過程 を経て 編制 さ

れ た 言説形態の ひ とっ と して 位置付 ける こ

とが で き る。

皿 ．実証 的検討

　本研 究 で は 、大正 後期 か ら昭和初期 に

お ける 〈教 育〉言説 の 社会的配分状況 を実

証 的 に検討 す るた め、『育 見雑誌』をそ の 分

析素材 と して用 い た。本誌に 掲載され た 記

事 の 内か らペ ダゴ ジー
に 関す る記事を ピ ッ

ク ア ッ プ し （全 115 件）、「ヴォ イ ス ／メ ッ

セ ージ コ
ー ド1 の 概念を用 い て 、コ

ー
ド類

型別頻度 と社会的 カテ ゴ リ
ー

と の 対応関係

をみ た。コ
ー ド析 出の 結果、「類別 」

・「枠づ

け1 の 中間的 ・両義的値 （± C／± F）も し

くは 「類 別」
・厂枠づ け 」 の 弱 レ、 （− C／ − F ）

ペ ダ ゴ ジー
を指向す る傾向を示 した。さら

に 、 生産者 ・再生産者 ・獲得者別にみ て も、

コ
ー

ド類型 別頻度は 「類別」
・「枠づ け」 の

中間的・両義的値 （± C／ ± F）もしくは 「類

別」
・「枠づ け」 の 弱 い （− C／ − F ）ペ ダゴ

ジー
を指 向す る傾 向を示 し た。以上 の 結果

か ら 、 『育兒雑誌』にみる限 り、当時 の く教

育〉 言 説 の 社会 的配分は 、社会 的カ テ ゴ リ

ーに お け る階層秩 序 と い う規制を超 えた配

分構造 にあ っ た とい う可能性を指摘で きる。

また 、〈 教育 〉 言 説 の 伝 達 ・獲得 の 観点 か

らすれ ば 、『育兒雑誌』は 「正 統言 説」 の 形

態 を採 り つ っ 、「類別 」
・「枠づ け」の 中間的 ・

両義的値 もし くは弱 い 「類別 」
・「枠づ け」

の ペ ダ ゴ ジー
を指 向する く 教育〉 言説 に正

統性 を付与 し
、 それ を 「意識」 として 社会

に配分する 、ま さに 「象徴的統制（symbolic

controD 」
2の エ

ージ ェ ン トと し て の 役割を

果 た し て い た とみ る こ とが で きる。
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2 バ ー
ン ス テ ィ ン に よれ ば、「象徴的統制」 と

は、所与 の 権力配分 と支配的な文化的諸カ テ

ゴ リ
ー

を中継す る コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の諸形

態 を通 じて 、意識 を分化 し た形態 で 与 え、配

分する手段で ある（Bemstein ，1990，p ．134）。
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